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卓話 「 「お盆」ってなあに 」 本田会員
Weekly No. 1504は水間委員が担当しました。
Weekly No. 1505は郷上委員が担当の予定です。

（本日の原稿をお渡し下さい）

会長挨拶 石﨑会長

先週内容

次週 第1505回 例会予告　平成25年8月5日

卓話 「前年度会計報告」  髙木直前会計
   村井直前会計監事
 「前年度事業報告」  阿部直前幹事
 「今年度予算案」  本田会計
今週の歌「それでこそロータリー」

第1504回例会　平成25年7月29日

きのう第23回参議院選挙がありました。結果
は自民党が圧勝し、長きにわたる衆・参「ねじ
れ国会」が解消されました。今後アベノミクス
による経済戦略、憲法改正、原発問題等、どの
ような政権運営になっていくのか問われます。
会長を務めるにあたり、会長エレクトとし
て今年2月あたりから多くの研修セミナーを受
けてきました。終盤の2013-2014年度のため
の地区協議会、会長部門でのFVPについてのや
りとりの一部を紹介します。
吹田RCは2000年から2008年度まで、従来
のWCS事業として「ミャンマーの小学生へ安
心して飲める飲料水を」の内容で、小学校に手
動式ポンプの井戸を設置してきました。この

事業にはミャンマーYMCA を紹介された、当
クラブの瀧川会員も帯同訪問し尽力されたよ
うです。
このFVP「未来の夢計画」のスタートにより、
吹田RCはグローバル補助金（３万＄以上）を
申請されました。しかしプロジェクトは却下
されました。
理由は、ミャンマーは現状米国では軍民紛
争国と位置付けている。ロータリーは米国の
法律判断に従わなければならない。まして、
ロータリーの本部はイリノイ州にあり、米国
法により、イリノイ州法が優先される。FVPは
「未来の夢計画」ではない……との意見には「ダ
メなものはダメ」ということです。
私もグローバル補助金申請留意点には難し
い条件が多いと感じています。しかし、次期ガ
バナーにここまで訴える熱意にも関心します
が、いささか険悪に思われた討議の一コマで
した。10月7日のガバナー訪問で確認してみた
いと思います。

本年度新世代奉仕委員長を仰せつかりました木
田です。今年一年宜しく御願いします。
副委員長は田中会長エレクト、委員に坂口直前
会長と最強ですが、1人でやっていかないといけ
ない気がします。

新世代奉仕委員会委員長挨拶を新世代の内容を
説明しながら発表させていただきます。地区の
資料ですので当クラブとは若干の違いはありま
すが、お許し下さい。

「新世代奉仕のこれから」と題しまして、今年度
より第5の奉仕部門として増えました内容の説
明をしていきます。

ロータリーの奉仕活動は、四大奉仕が1927年か
ら2010年の4月をもって五大奉仕になりました。

標準ロータリークラブ定款5条もこのように変
化しました。

第五の奉仕部門です。

Cross Promotion（意味は基本的にキャンペーン
です。）
このアピールするものはこのようになっていま
す。

結果は、これを求めています。

そして（新世代奉仕のターゲットは）年齢30歳
までの若者

基本的ニーズ（新世代に求めるもの）

新世代奉仕部門では、４つの委員会に分かれて
います。
RIのプログラム
ロータリー青少年交換は、当クラブでは、青少
年交換委員会として伊藤委員長が担当されてい
ます。
インターアクト・ローターアクト・ライラは、
青少年委員会として𠮷田委員長が担当されてい
ます。
寄付金としまして、財団・奨学部門が重要な役
割です。
当クラブでは、米山記念奨学会委員会として荻
田委員長が担当されています。

それでは、ここで、ロータリークラブが提唱し
ているものと地区が行っているプログラムの説
明を行います。
インターアクトの説明。
ローターアクトの説明。
RYLAの説明。
青少年交換の説明。
交換学生の禁止事項。

私自身、本年度に一番力を注いでいきたいのは、
会長方針の「クラブの伝統を継承し、改革への
挑戦」のお言葉を私なりに考え、私としての新
世代に対する本年の目標は、一番身近な吹田
ローターアクトクラブの支援を考えます。

皆出席者表彰
 20回 村井正雄
 15回 田中慶一
 ７回 阿部吉秀・本田智敎・紙谷幸弘・清水大吾
 ５回 橋本芳信
 ３回 榎原一滋・髙木久美子

27年前に、吹田ローターアクトは吹田ロータ
リーが提唱し、1986年12月6日にチャーターナ
イトを迎えましたが、当時、アクトメンバー数は、
21人でした。我々の大先輩の吹田西ロータリー
クラブメンバーより紹介していただけたメン
バーは6人もいました。
その中の１人が、この私でもあり、吹田西ロー
タリークラブの新世代奉仕の初代の委員長をさ
せていただけるのもなにかの縁でもあるような
気がいたします。
ローターアクトに対する思いを再度継承したく
思い、これを機に、一番身近な青少年奉仕として、
ローターアクトの応援をメインにしていき、新
しい青少年とのつきあい方への挑戦をしていき
たく思います。

御清聴ありがとうございました。
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◆尾家会員
⑴遅ればせながら石﨑丸の船出を祝して。
⑵連続欠席のお詫び。

◆小川会員
会社創立50周年を迎えて、皆さんに感謝。

◆瀧川会員
淀川ヒューテック創立50周年おめでと
うございます。盛大なパーティーでした。

ニコニコ箱 橋本（徹）SAA

本年度新世代奉仕委員長を仰せつかりました木
田です。今年一年宜しく御願いします。
副委員長は田中会長エレクト、委員に坂口直前
会長と最強ですが、1人でやっていかないといけ
ない気がします。

新世代奉仕委員会委員長挨拶を新世代の内容を
説明しながら発表させていただきます。地区の
資料ですので当クラブとは若干の違いはありま
すが、お許し下さい。

「新世代奉仕のこれから」と題しまして、今年度
より第5の奉仕部門として増えました内容の説
明をしていきます。

ロータリーの奉仕活動は、四大奉仕が1927年か
ら2010年の4月をもって五大奉仕になりました。

標準ロータリークラブ定款5条もこのように変
化しました。

卓　　話卓　　話
国際奉仕　長屋理事「新年度挨拶」

出席報告
●会　員　数 47名 ●来　　　客 1名
●出席会員数 40名 ●本日の出席率 95.24％
●6月24日の出席率（メーキャップを含む） 100％

澤井委員長

田中（孝）副委員長米山記念奨学会委員会
本日、青木会員、鈴木会員、瀧川会員より、
特別寄付を頂きました。ご協力ありがとうご
ざいました。

山岡副委員長ロータリー財団委員会
本日、榎原会員、瀧川会員、鈴木会員、井伊
会員、瀬川会員より、特別寄付を頂きました。
ご協力ありがとうございました。

幹事報告 井伊幹事
◦2012-2013年度、皆出席記念品をお渡し致します。
◦本日の会報に、タイ・ナコンパノムRC会長
よりのご挨拶と写真を掲載しました。原文
は小林会員に訳していただきました。

１．本年度の国際奉仕担当理事を仰せつかり
ました長屋でございます。石﨑会長の足を引っ
張らないように、精一杯担当させていただき
ますので、皆様宜しくお願い申し上げます。
　さて、当クラブにおきましては、国際奉仕委
員会の常任委員会には、特定委員会としてロー
タリー財団委員会、国際社会奉仕委員会が設
置されています。2013-2014年度の常任委員
会である国際奉仕委員会は、副委員長に小林
パスト会長が、委員に矢倉会員が選任されて
います。また、特定委員会のロータリー財団委
員会の委員長に由上会員が、同副委員長に山
岡会員が、委員に島田会員がそれぞれ選任さ
れています。国際社会奉仕委員会の委員長に

は橋本芳信会員が、同副委員長に阿部会員が、
委員に由上会員が選任されています。
2013-2014年度の国際社会奉仕委員会は以上
のメンバーで構成されていますので、皆様宜
しくお願い致します。

２．当クラブにおきまして国際奉仕は、書物な
どを読むことや通信を通じて、さらには、他国
の人々を助けることを目的としたクラブのあ
らゆる活動やプロジェクトに協力することを
通じて、他国の人々とその文化や慣習、功績、
願い、問題に対する認識を培うことによって、
国際理解、親善、平和を推進するために、全員
が行う活動からなるものと定義されています。
　2013-14年の石﨑会長年度におきましては、
前年度坂口年度に地区補助金の申請を行い承
認されましたプロジェクトの実施年度となり
ます。国際社会奉仕委員会の橋本委員長のもと、
タイのナコンパノムに、冷却装置付き浄水器
の設置のプロジェクトが実施されます。具体
的な日程は未定ですが、すでに地区の承認も
されていますので、プロジェクトが速やかな
実行と、プロジェクトが成功裏に終わること
が求められています。会員の皆様の絶大なる
ご協力を頂きたく存じます。
　また、ロータリー財団におきましては、年次
寄付としまして本年度一人当たり150ドルの
目標を地区から要請されています。年次寄付は、
これもご承知のとおり、3年後にその50%が地
区から地区補助金として利用することが出来
るものでありますから、皆様、是非とも財団の
特別にご協力頂きますよう、お願い申し上げ
ます。

３．本年度は地区における国際奉仕及びロー
タリー財団について、大幅な組織変更があり、
それに伴い従来いくつにも分かれて実施され
ていました補助金が、3つに統合されました。
地区補助金(DG)、グローバル補助金(GG)、パッ
ケージグラント(PG)の3つです。補助金を利用
した国際奉仕については、すべて補助金の申
請及び審査が必要となります。この点につい
ては、ロータリー財団月間で財団委員長から
卓話があると思います。

４．最後に本年度の国際奉仕に関しては、地区
でも大変混乱している模様です。特にGGにつ

第五の奉仕部門です。

Cross Promotion（意味は基本的にキャンペーン
です。）
このアピールするものはこのようになっていま
す。

結果は、これを求めています。

そして（新世代奉仕のターゲットは）年齢30歳
までの若者

基本的ニーズ（新世代に求めるもの）

新世代奉仕部門では、４つの委員会に分かれて
います。
RIのプログラム
ロータリー青少年交換は、当クラブでは、青少
年交換委員会として伊藤委員長が担当されてい
ます。
インターアクト・ローターアクト・ライラは、
青少年委員会として𠮷田委員長が担当されてい
ます。
寄付金としまして、財団・奨学部門が重要な役
割です。
当クラブでは、米山記念奨学会委員会として荻
田委員長が担当されています。

それでは、ここで、ロータリークラブが提唱し
ているものと地区が行っているプログラムの説
明を行います。
インターアクトの説明。
ローターアクトの説明。
RYLAの説明。
青少年交換の説明。
交換学生の禁止事項。

私自身、本年度に一番力を注いでいきたいのは、
会長方針の「クラブの伝統を継承し、改革への
挑戦」のお言葉を私なりに考え、私としての新
世代に対する本年の目標は、一番身近な吹田
ローターアクトクラブの支援を考えます。

ホームクラブ皆出席者
 橋本徹也・井伊圭一郎・村井正雄
 荻田倫也・坂口道倫・澁谷清明

ゲ　ス　ト 紙谷委員長

 ゲ　ス　ト 堀　　豊　  様

◆河邊会員
淀川ヒューテック株式会社様の創立50
周年お慶び申し上げます。

◆阿部会員
岡 元会員の送別会に多数ご参加ありが
とうございました。残金7,000円をニコ
ニコに。

◆阪本会員
参議院選挙、無事修了しました。

◆本田会員
阿部会員へ。楽しい友達と愉快な仲間
達とのバーベキュー美味しかったです。

◆宮川会員
韓国で開催の第5回国際歯科技工士学
術大会で、東洋医療専門学校の3年生が
歯科技工技術のグランプリ（最優秀賞）
を戴きました。
──────────────────
 本日のニコニコ箱 56,000円
 累計のニコニコ箱 172,000円

いては、その申請手続きが甚だ複雑かつ頻繁
な修正を求められているようです。しかもオ
ンライン申請ということもあって、クラブに
英語ができる人が必要という声もあります。
本年度は初年度ということもあって、GGにつ
いては様子見というクラブも多いと聞いてい
ますが、今後、手続や方式の基準が明確になれ
ば申請クラブも増大するかもしれません。
　ただ、いずれにしても、これからの補助金を
利用した国際社会奉仕等は、複数年度における
プロジェクトの効果の測定が要求されるため、
継続した取り組みを求められることになります。
そのため、クラブの委員長についても継続的な
関与が必要になると思われます。そのため、ク
ラブの全員が国際奉仕について、理解を深めて
いくことが必要であると思われます。

27年前に、吹田ローターアクトは吹田ロータ
リーが提唱し、1986年12月6日にチャーターナ
イトを迎えましたが、当時、アクトメンバー数は、
21人でした。我々の大先輩の吹田西ロータリー
クラブメンバーより紹介していただけたメン
バーは6人もいました。
その中の１人が、この私でもあり、吹田西ロー
タリークラブの新世代奉仕の初代の委員長をさ
せていただけるのもなにかの縁でもあるような
気がいたします。
ローターアクトに対する思いを再度継承したく
思い、これを機に、一番身近な青少年奉仕として、
ローターアクトの応援をメインにしていき、新
しい青少年とのつきあい方への挑戦をしていき
たく思います。

御清聴ありがとうございました。
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新世代奉仕　木田理事「新年度挨拶」

本年度新世代奉仕委員長を仰せつかりました木
田です。今年一年宜しく御願いします。
副委員長は田中会長エレクト、委員に坂口直前
会長と最強ですが、1人でやっていかないといけ
ない気がします。

新世代奉仕委員会委員長挨拶を新世代の内容を
説明しながら発表させていただきます。地区の
資料ですので当クラブとは若干の違いはありま
すが、お許し下さい。

「新世代奉仕のこれから」と題しまして、今年度
より第5の奉仕部門として増えました内容の説
明をしていきます。

ロータリーの奉仕活動は、四大奉仕が1927年か
ら2010年の4月をもって五大奉仕になりました。

標準ロータリークラブ定款5条もこのように変
化しました。

１．本年度の国際奉仕担当理事を仰せつかり
ました長屋でございます。石﨑会長の足を引っ
張らないように、精一杯担当させていただき
ますので、皆様宜しくお願い申し上げます。
　さて、当クラブにおきましては、国際奉仕委
員会の常任委員会には、特定委員会としてロー
タリー財団委員会、国際社会奉仕委員会が設
置されています。2013-2014年度の常任委員
会である国際奉仕委員会は、副委員長に小林
パスト会長が、委員に矢倉会員が選任されて
います。また、特定委員会のロータリー財団委
員会の委員長に由上会員が、同副委員長に山
岡会員が、委員に島田会員がそれぞれ選任さ
れています。国際社会奉仕委員会の委員長に

は橋本芳信会員が、同副委員長に阿部会員が、
委員に由上会員が選任されています。
2013-2014年度の国際社会奉仕委員会は以上
のメンバーで構成されていますので、皆様宜
しくお願い致します。

２．当クラブにおきまして国際奉仕は、書物な
どを読むことや通信を通じて、さらには、他国
の人々を助けることを目的としたクラブのあ
らゆる活動やプロジェクトに協力することを
通じて、他国の人々とその文化や慣習、功績、
願い、問題に対する認識を培うことによって、
国際理解、親善、平和を推進するために、全員
が行う活動からなるものと定義されています。
　2013-14年の石﨑会長年度におきましては、
前年度坂口年度に地区補助金の申請を行い承
認されましたプロジェクトの実施年度となり
ます。国際社会奉仕委員会の橋本委員長のもと、
タイのナコンパノムに、冷却装置付き浄水器
の設置のプロジェクトが実施されます。具体
的な日程は未定ですが、すでに地区の承認も
されていますので、プロジェクトが速やかな
実行と、プロジェクトが成功裏に終わること
が求められています。会員の皆様の絶大なる
ご協力を頂きたく存じます。
　また、ロータリー財団におきましては、年次
寄付としまして本年度一人当たり150ドルの
目標を地区から要請されています。年次寄付は、
これもご承知のとおり、3年後にその50%が地
区から地区補助金として利用することが出来
るものでありますから、皆様、是非とも財団の
特別にご協力頂きますよう、お願い申し上げ
ます。

３．本年度は地区における国際奉仕及びロー
タリー財団について、大幅な組織変更があり、
それに伴い従来いくつにも分かれて実施され
ていました補助金が、3つに統合されました。
地区補助金(DG)、グローバル補助金(GG)、パッ
ケージグラント(PG)の3つです。補助金を利用
した国際奉仕については、すべて補助金の申
請及び審査が必要となります。この点につい
ては、ロータリー財団月間で財団委員長から
卓話があると思います。

４．最後に本年度の国際奉仕に関しては、地区
でも大変混乱している模様です。特にGGにつ

第五の奉仕部門です。

Cross Promotion（意味は基本的にキャンペーン
です。）
このアピールするものはこのようになっていま
す。

結果は、これを求めています。

そして（新世代奉仕のターゲットは）年齢30歳
までの若者

基本的ニーズ（新世代に求めるもの）

新世代奉仕部門では、４つの委員会に分かれて
います。
RIのプログラム
ロータリー青少年交換は、当クラブでは、青少
年交換委員会として伊藤委員長が担当されてい
ます。
インターアクト・ローターアクト・ライラは、
青少年委員会として𠮷田委員長が担当されてい
ます。
寄付金としまして、財団・奨学部門が重要な役
割です。
当クラブでは、米山記念奨学会委員会として荻
田委員長が担当されています。

それでは、ここで、ロータリークラブが提唱し
ているものと地区が行っているプログラムの説
明を行います。
インターアクトの説明。
ローターアクトの説明。
RYLAの説明。
青少年交換の説明。
交換学生の禁止事項。

私自身、本年度に一番力を注いでいきたいのは、
会長方針の「クラブの伝統を継承し、改革への
挑戦」のお言葉を私なりに考え、私としての新
世代に対する本年の目標は、一番身近な吹田
ローターアクトクラブの支援を考えます。

いては、その申請手続きが甚だ複雑かつ頻繁
な修正を求められているようです。しかもオ
ンライン申請ということもあって、クラブに
英語ができる人が必要という声もあります。
本年度は初年度ということもあって、GGにつ
いては様子見というクラブも多いと聞いてい
ますが、今後、手続や方式の基準が明確になれ
ば申請クラブも増大するかもしれません。
　ただ、いずれにしても、これからの補助金を
利用した国際社会奉仕等は、複数年度における
プロジェクトの効果の測定が要求されるため、
継続した取り組みを求められることになります。
そのため、クラブの委員長についても継続的な
関与が必要になると思われます。そのため、ク
ラブの全員が国際奉仕について、理解を深めて
いくことが必要であると思われます。

27年前に、吹田ローターアクトは吹田ロータ
リーが提唱し、1986年12月6日にチャーターナ
イトを迎えましたが、当時、アクトメンバー数は、
21人でした。我々の大先輩の吹田西ロータリー
クラブメンバーより紹介していただけたメン
バーは6人もいました。
その中の１人が、この私でもあり、吹田西ロー
タリークラブの新世代奉仕の初代の委員長をさ
せていただけるのもなにかの縁でもあるような
気がいたします。
ローターアクトに対する思いを再度継承したく
思い、これを機に、一番身近な青少年奉仕として、
ローターアクトの応援をメインにしていき、新
しい青少年とのつきあい方への挑戦をしていき
たく思います。

御清聴ありがとうございました。
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